
・令和６年能登半島地震に伴い、大きな地殻変動が発生。
・一部において液状化による局所的な変動も発生。

「だいち２号」観測データの解析で把握した地殻変動隆起した海岸

 復旧・復興事業やまちづくりを支援するため、
地形の変化や建物等の被災状況を反映し様々
な地図の基礎となる電子国土基本図の更新を
実施。

 災害復旧のための公共測量や災害後の土地の
確定に必要な地籍調査等を支援するために、
基準点の復旧測量を実施。

空中写真から震災後の状況を３次元地図に反映

隆起や沈下して高さが変動した
エリアで新たな水路等を検討

津波推定浸水深を踏まえた
復興適地を選定

液状化リスクや津波浸水深を3次元地図と重ね合わせることで、
直感的に分かる形で災害リスクを見える化（イメージ）

地形と災害リスク情報から、
最適な復興適地を選定

最新の３次元地図
で復興事業やイン
フラ管理等に活用。
災害リスクの見え
る化で、まちづく
りにおける住民等
の合意形成を支援
し復興を加速化。

三角点成果停止範囲
対象範囲(変動が複雑な地域)
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水準点復旧測量三角点復旧測量 電子基準点の復旧

改測路線
ー:対応中

（290km）
ー:今回計画
（250km）

改測点数
30点（対応中）
100点（今回計画）

復旧点数
●:対応中

（1点）
●:今回計画

（3点）

災害復旧の公共測量や地籍
調査等に必要となる基準点
成果を更新するため三角点
の改測を実施

改測対象路線図
高さ方向の基準点成果を
現況に合わせるために必
要な路線の改測を実施

水準点の復旧測量三角点の復旧測量

能登島

拡大写真

各種測量の
基準である
電子基準点
を復旧

局所的な地盤
のズレを確認。
基礎部周辺に
クラック多数。

発災前の地図情報 発災後の空中写真

新しい海岸線
これまでの海岸線

最新の３次元地図（イメージ）
（電子国土基本図）

実施エリア
4,036km2

これまでの水面

約4m

電子基準点

復旧・復興に資する基盤地図情報の整備等
（参考資料）


